
リスク管理強化のために

　金融の自由化、国際化の進展やＩＴ化による金融技術の発達などにより、金融機関の業務はますます多様化し、
ビジネスチャンスが拡大する一方で、管理するリスクも複雑かつ多岐にわたっています。
　当金庫は、このような状況を十分認識のうえ、経営の健全性維持と安定した収益性・成長性の確保を目指し、様々
なリスクを統合的に管理する態勢の充実・強化を図るため「統合的リスク管理基本方針」ならびに、「リスク管理規
程」を制定しているほか、リスクカテゴリーごとの管理要領や準則も整備しています。
　また、実効性あるリスク管理を実現するため、リスク管理委員会ならびにその下部組織として、以下に掲げる小
委員会を設置し、リスク管理の高度化を目指すとともに、リスクへの備えに万全を期しております。

コンプライアンスを含めたリスク管理に係る組織体系図（2023年6月末現在）
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対象リスク 具体的な内容

市場関連リスク
金利、為替、株式等の様々な市場のリスク・ファクターの変動により、資産・負債（オフ・バランスを含む）の価値が
変動し損失を被るリスク、資産・負債から生み出される収益が変動し損失を被るリスクをいいます。当金庫では、市場
金利の変動や調達資金と運用資金の満期日のズレ、金利感応度の違い等によるリスク量や収益への影響度を把握・分析
しながら安定的な収益確保に努めております。

流動性リスク

資金繰りリスクと市場流動性リスクがあります。資金繰りリスクとは、運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金
の流出などにより、必要な資金確保が困難になる、または通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされるこ
とにより損失を被るリスクをいい、市場流動性リスクとは、市場の混乱等により市場において取引ができなかったり、
通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされることにより損失を被るリスクをいいます。当金庫では、保有資
産の流動性を管理するとともに、余裕をもった資金繰りを行っております。

信用リスク
貸出先や投資先の業況悪化等により、債権の元本及び利息が回収できなくなるリスクをいいます。当金庫では、業務推
進部門と審査部門を分離し、厳格な審査管理態勢をとるとともに、クレジットラインの決定要素となる信用格付制度の
運用、あるいは債権管理に関する会議を設け、信用リスク量を把握しております。

事務リスク
正確な事務を怠る、あるいは事故・不正等を起こすことにより損失を被るリスクをいいます。当金庫では、事務統括部
による臨店事務コーチングを通じて、事務ミス・事故の未然防止を図るとともに、内部研修等により事務処理能力の向
上に努めております。さらに、監査部による総合監査により、事務リスク管理態勢の有効性と適切性を検証し、事務の
正確性維持及び事故防止を図っております。

システムリスク
コンピュータシステムの障害または誤作動等、システムの不備、不正利用等により損失を被るリスクのことです。監査
部による監査を行っているほか、設備機器の二重化等を図るとともに、「BCP対策マニュアル」等に基づきシステムの障
害に備えております。

その他リスク 上記以外の、人的リスク、風評や災害・犯罪などのリスクについてもオペレーショナルリスクの一環として対策を検討
しております。

各種リスクの内容について
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